
　「菅田ポンプ場及び春日配水池築造工事（橋北給水改善事業）」
                                   春日配水池完成：昭和50年3月31日（1975年）

　昭和48年夏季の大渇水は市民生活に大きな影響を与え、このような渇水を2度と繰
り返してはならないと水源開発、水源確保のための調査検討が日夜続けられた。
　また、水源開発とは別に当面の対策として、給水の不公平是正をしなければ再度給
水制限を実施した場合、橋南地区と橋北地区の給水世帯で水の出の善し悪しが再び問
題になる恐れがあった。
　これは、当時の水源が全て橋南地区にあり、配水池も全て橋南地区にあったため橋
南地区を通らなければ橋北地区に給水できない施設の実情があったもので、急ぎ橋北
地区の給水状況を改善するため、橋北給水改善事業を計画した。
　一方、島根県によって昭和42年より予備調査が進められていた飯梨川の支流である
山佐川総合開発事業計画の進捗を見極めながら、当市水道の抜本的改善計画を考慮し
つつ、昭和49年の夏季需要に間に合うよう工事を実施した。

春日配水池（6,000㎥）

満水位標高：64.75ｍ

菅田ポンプ場


